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差了きた力、んとう′上

今回はワイド特別版として「くるま旅」ではなく、「てつど
う旅」0北関東3県を横断するJR水戸線・両毛線沿線の観光

（斉藤勝寿）スポットと「裏技」を紹介する。

要撃脚線桝＿・日野華ニー JR高崎よ二、小芦漂線・′j琴 ∴ヽ⊥∴＼ 、＼＼、 盆・・大覧＝ニヂ震線 

JR富田駅に到着した臨時

直通列車＝栃木県足利市

藤
の
季
節
に
懐
か
し
の
特
急
走
る

水
戸
線
は
友
部
駅
（
茨
城
県
笠
間

市
）
か
ら
小
山
駅
（
栃
木
県
小
山

市
）
ま
で
の
5
0
・
2
㌔
。
両
毛
線
は

小
山
駅
か
ら
新
前
橋
駅
（
前
橋
市
）

ま
で
8
4
・
4
㌔
。
筑
波
山
、
太
平

山
、
赤
城
山
な
ど
北
関
東
を
代
表
す

る
山
々
を
眺
め
、
鬼
怒
川
、
渡
良
瀬

川
、
利
根
川
を
渡
り
、
北
関
東
の
田

園
風
景
が
満
喫
で
き
る
。

北
関
東
を
結
ぶ
両
線
だ
が
、
直
通

の
定
期
列
車
は
、
利
用
客
が
少
な
い

た
め
約
2
0
年
前
に
廃
止
さ
れ
た
。
現

在
あ
る
の
は
、
栃
木
県
足
利
市
の
大

藤
が
見
ご
ろ
と
な
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
臨
時
で
走
る
「
足
利
大
藤

ま
つ
り
号
」
。
5
月
5
日
に
乗
車
し

て
み
て
び
っ
く
り
。
か
つ
て
常
磐
線

を
走
行
し
て
い
た
特
急
「
ス
ー
パ
ー

ひ
た
ち
」
の
車
両
だ
っ
た
の
だ
。
と

て
も
懐
か
し
い
。
ホ
ー
ム
で
も
カ
メ

ラ
を
向
け
る
人
が
多
か
っ
た
。

フ
ァ
ン
の
み
ど
こ
ろ
は
小
山
駅
。

水
戸
線
と
両
毛
線
の
線
路
は
離
れ
て

い
る
た
め
、
ど
う
や
っ
て
入
線
す
る

の
か
。
列
車
は
水
戸
線
の
ホ
ー
ム
出

発
後
、
し
ば
ら
く
宇
都
宮
線
と
並
行

し
て
走
り
、
宇
都
宮
線
の
上
下
線
を

横
断
し
て
両
毛
線
に
。
な
か
な
か
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
体
験
だ
っ
た
。

初
乗
り
料
金
で
一
周

駅
か
ら
出
な
け
れ
ば
水
戸
線
・
両

毛
線
を
初
乗
り
料
金
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
大
都
市
近
郊
区
間
内
の

み
を
利
用
す
る
場
合
の
特
例
で
、
隣

の
駅
に
行
く
の
に
重
複
・
途
中
下
車

し
な
け
れ
ば
、
実
際
の
経
路
に
か
か

わ
ら
ず
、
最
も
安
い
運
賃
で
乗
車
す

る
こ
と
が
可
能
と
い
っ
た
も
の
だ
。
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JR水戸線・両毛線

3県横断歴史・文化に触れる

⑳伝統工芸館では結城紬の糸つむぎ、地機織り、耕く
くり（左から）が体験・見学できる＝茨城県結城市
◎小江戸情緒にあふれた遊覧船＝栃木県栃木市

第3種郵便物認可

地
機
織
り
莞
し
ん
で

小
江
戸
情
緒
を
舟
で

国
重
要
無
形
文
化
財
「
括
塾

の
工
程
を
見
学
・
体
験
す
る
な
ら
水

戸
線
東
結
城
駅
（
茨
城
県
結
城
市
）
。

徒
歩
約
5
分
に
あ
る
「
市
伝
統
工
芸

館
」
は
、
今
年
2
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
だ
。

繭
で
つ
く
っ
た
真
綿
か
ら
糸
を
引

き
出
す
「
糸
つ
む
ぎ
」
と
、
全
身
を

駆
使
し
て
織
り
上
が
る
「
地
機
織

り
」
を
記
者
も
体
験
。
細
や
か
な
作

業
の
連
続
は
手
作
業
の
極
み
。
茨
城

県
本
場
結
城
細
織
物
協
同
組
合
所
属

の
伝
統
工
芸
士
、
植
野
智
恵
さ
ん

（
6
9
）
と
岩
田
和
子
さ
ん
（
哲
が
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
た
。
模
様
の
も
と
に

な
る
「
餅
く
く
り
」
も
見
学
可
能
だ
。

今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
地

機
体
験
。
半
日
コ
ー
ス
で
コ
ー
ス
タ

ー
へ
l
日
コ
ー
ス
で
テ
ー
ブ
ル
セ
ン

タ
ー
を
織
り
上
げ
る
（
有
料
）
。
組

合
の
外
山
正
美
理
事
長
は
「
地
機
織

り
の
体
験
が
で
き
る
の
は
当
施
設
の

み
。
結
城
細
の
伝
統
技
術
を
ぜ
ひ
体

験
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

ま
た
、
隣
の
結
城
駅
に
も
観
光
案

内
所
な
ど
が
あ
り
、
結
城
紬
の
着
心

地
が
体
験
で
き
る
。
問
い
合
わ
せ
は

市
商
工
観
光
課
（
0
2
9
6
・
3
4
・

0
4
2
1
）
へ
。

蔵
が
並
ぶ
古
い
街
並
み
を
舟
か
ら

眺
め
る
な
ら
両
毛
線
の
栃
木
駅
（
栃

沐
澹
木
市
）
。
歩
い
て
1
0
分
ほ
ど
、

巴
波
川
に
か
か
る
巴
波
川
橋
の
た
も

と
に
遊
覧
船
の
り
ば
が
あ
る
。

土
蔵
に
画
し
た
巴
波
川
を
上
っ
て

下
っ
て
約
2
0
分
。
ち
ょ
っ
と
し
た
舟

遊
び
と
小
江
戸
情
緒
が
堪
儲
で
き

る
。
船
頭
さ
ん
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
も

人
気
だ
。
船
頭
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
中
村

明
雄
さ
ん
（
哲
の
船
に
同
乗
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。
「
船
は
小
さ
い
で
す
け

ど
、
大
船
に
の
っ
た
つ
も
り
で
」
。

の
っ
け
か
ら
お
や
じ
ギ
ャ
グ
が
飛
び

出
し
て
船
内
は
和
や
か
な
雰
囲
気

に
。
最
後
に
は
船
頭
歌
を
高
ら
か
に

歌
っ
て
大
き
な
拍
手
を
受
け
た
。

N
P
O
法
人
「
蔵
の
衝
遊
覧
船
」

が
運
営
し
て
い
る
。
船
頭
は
全
部
で

1
2
人
。
会
社
を
早
期
退
職
し
た
中
村

さ
ん
は
仲
間
に
誘
わ
れ
て
船
頭
に
。

「
船
の
上
で
は
自
分
の
ワ
ン
マ
ン
シ

ョ
ー
。
自
分
で
も
気
持
ち
い
い
し
、

お
客
さ
ん
に
青
ん
で
も
ら
え
れ
ば
な

お
う
れ
し
い
」

毎
日
運
航
。
大
人
7
0
0
円
。
問

い
合
わ
せ
は
蔵
の
街
遊
覧
船
（
0
2

8
2
・
2
3
・
2
0
0
3
）
へ
。


